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第１回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第４問 問６

正解率 ３３．５％

SS75～ ９１．５％
SS70～75 ７９．７％
SS65～70 ６６．７％
SS60～65 ５６．６％
SS55～60 ４７．２％
SS50～55   ３６．６%

第４問 問６政治・経済

多面的な視点でとらえる力を問う問題で、各学力層で差がついた

2021年度第１回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「政治・経済」
受験者数： ３８，７２２人
平均点： 4２.１点
標準偏差： 1５.８

【出典】 問題・集計結果データともに、2021年度「第１回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。
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第４問の問６は、第二次世界大戦後の国際通貨体制と世界貿易の体制について考え
る問題で、各学力層で差がつきました。

まず、この二つの体制について考えるにあたって、それらの体制以前は、各国のブロック
経済化による対立があったことを踏まえておく必要があります。そのうえで、IMFや
GATTが何を目的に設立した体制なのか、また、具体的に、どのような役割や内容・権
限をもっていたのか、多角的な視点で戦後の通貨体制と貿易の体制をとらえておくこと
が求められました。正確な知識が求められるとともに、ブロック経済化による対立以降
の国際経済体制を整理しておく必要があったので、各学力層で差がついたのだと考え
られます。

各事象について断片的な知識で理解していても、そこにある背景や原因、役割など、
多面的な視点で事象をとらえきれていない時期だと思われます。これからの２か月半
で実戦的な問題演習を重ねるとともに、既習事項を改めて整理しなおし、流れに沿っ
て事象相互のつながりを押さえることや、他と比較しながら考えるという学習をすすめ
ることが大切です。

本問のように、共通テストでは、さまざまな出来事や資料などを多角的な視点で考え
る出題が予測されます。限られた時間のなかで情報を整理し、問題に解答する練習を
するようにしましょう。

結 果 分 析

指導の ご提案

第４問 問６政治・経済

多面的な視点でとらえる力を問う問題で、各学力層で差がついた

実戦形式の類題演習のご提案ページへ

https://www.learn-s.co.jp/com/pdf/pg/info/211021/211021pe2.pdf

